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４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
方
へ

　

令
和
６
年
度
に
小
中
学
校
に
入
学
す
る
方

（
保
護
者
）
に
対
し
、
住
所
に
基
づ
い
て
入
学

す
る
学
校
を
指
定
し
、
就
（
入
）
学
通
知
書
を

１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
特
別
な
理
由
が
あ

る
場
合
は
、指
定
校
（
特
別
支
援
学
校
を
除
く
）

を
変
更
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
通
知
書
が

届
い
た
ら
学
校
教
育
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

特
別
な
理
由
（
①
～
③
は
要
添
付
書
類
）

①�

小
学
生
で
保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
校
区
外

の
家
庭
に
児
童
を
預
け
る
場
合

②�

住
宅
新
築
中
な
ど
で
転
居
が
確
実
で
あ
り
、

転
居
予
定
地
の
学
校
へ
就
学
を
希
望
す
る
場

合

③�

加
入
す
る
自
治
会
の
校
区
が
、
住
所
地
の

校
区
と
異
な
る
場
合
な
ど

④�

大
学
附
属
・
私
立
小
中
学
校
に
入
学
す
る

場
合

手
続
き

・
指
定
校
以
外
の
市
内
小
中
学
校
へ
入
学

　
必
要
書
類
を
持
っ
て
、
学
校
教
育
課
へ

・
市
外
の
市
町
立
小
中
学
校
へ
入
学

　
入
学
希
望
の
学
校
を
管
轄
す
る
市
町
教
育

委
員
会
へ

・
大
学
附
属
・
私
立
小
中
学
校
へ
入
学

　
入
学
許
可
証
を
持
っ
て
、
学
校
教
育
課
へ

問
合
先 

学
校
教
育
課
☎
㊷
８
７
７
２　
　

新
入
学
用
品
準
備
金
を
支
給（
加
西
市
就
学
援
助
）

　
経
済
的
な
理
由
で
、
小
中
学
校
へ
の
就
学
が

困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
新
入
学
用
品
準

備
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

・
新
小
学
１
年
生
（
国
公
立
小
学
校
入
学
予
定

（
私
立
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
は
対
象
外
））
の

保
護
者
の
う
ち
、
新
入
学
用
品
準
備
金
の
支
給

を
希
望
す
る
方

・
新
中
学
１
年
生
で
、
令
和
５
年
度
就
学
援
助

認
定
さ
れ
て
い
る
方
（
令
和
６
年
１
月
時
点
）

申
請
方
法 

オ
ン
ラ
イ
ン
・
窓
口

受
付
期
限 

１
月
12
日
（
金
）
ま
で

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
新
小
学
１
年
生
で
、
市
内
園
に
在
籍
中
の

方
に
は
、
所
属
園
を
通
じ
て
案
内
を
配
布
し

ま
す
。

※
新
中
学
１
年
生
は
、
対
象
者
に
支
給
し
ま

す
の
で
申
請
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
私
立
中

学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
へ
入
学
予
定
の

方
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

申
込
先 

学
校
教
育
課
☎
㊷
８
７
７
２　
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所
得
税
の
確
定
申
告
・
市
県
民
税
の
申
告

■
留
意
事
項

※
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必

　
要
で
す
。
来
場
者
の
状
況
に
応
じ
、
早
め
に

　
相
談
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、　

筆
記
用
具
等
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

■
送
付
先

大
阪
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー

阪
神
分
室（
社
税
務
署
担
当
）

〒
６
６
１
‐
８
５
２
３

 

尼
崎
市
若
王
寺
３
丁
目
11

‐
46

問
合
先
：
社
税
務
署
☎

０
７
９
５
㊷
０
２
２
３

■
対
象
者

①
給
与
所
得
者
お
よ
び
公
的
年
金
等
受

給
者
で
他
の
所
得
が
あ
る
方

②
営
業
・
農
業
所
得
等
が
あ
る
方

　
（
お
お
む
ね
３
０
０
万
円
未
満
の
所

　
　
得
者
）な
ど

■
必
要
な
本
人
確
認
書
類
の
写
し

（
①
～
③
の
い
ず
れ
か
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド（
氏
名
、  

　
住
所
な
ど
が
住
民
票
と
一
致
し
て
い

　
る
場
合
に
限
る
）」と「
運
転
免
許
証

　
等
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
」

③「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住

　
民
票
」
と
「
運
転
免
許
証
等
の
顔
写

　
真
付
の
身
分
証
明
書
」

※
本
人
以
外
が
申
告
書
を
提
出
す
る
場

　
合
、
申
告
者
本
人
の
右
記
写
し
の
添

　
付
が
必
要
で
す
。　
　

※
次
の
申
告
は
、
社
税
務
署
へ

　

土
地
・
建
物
・
株
式
等
を
譲
渡
し
た
所
得
、

青
色
申
告
、
繰
越
損
失
、
雑
損
控
除
、
１
年
目

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、
過
年
分
の
申
告
、
準

確
定
申
告（
亡
く
な
っ
た
方
の
申
告
）
相
続
税
、

贈
与
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

期
間
：
２
月
16
日（
金
）
～
３
月
15
日（
金
）８
時
45
分
～
15
時（
平
日
）

会
場
：
市
民
会
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
３
階
小
ホ
ー
ル

※
期
間
の
前
半
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
後
半
の
来
場
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※�

所
得
税
等
の
還
付
申
告
書
は
、
２
月
15
日
（
木
）
以
前
で
も
税
務
署
へ
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
５
年
分
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

令
和
６
年
度
市
県
民
税
の
申
告
相
談

　
法
人
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し

て
い
る
方
や
太
陽
光
発
電
等
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
方
で
、
事
業
に
使
用
す
る
機
械
・
器
具
・

備
品
・
構
築
物
等
の
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
の
資
産
状
況
を

税
務
課
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
は
１
月
31
日（
水
）ま
で

　
給
与
支
払
者
は
、
令
和
５
年
中
の
給

与
支
払
報
告
書
を
給
与
受
給
者
の
住
所

地
（
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
）
の
市

区
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で
あ
る

給
与
支
払
者
（
法
人・個
人
を
問
わ
ず
）

に
は
、
法
令
に
よ
り
全
て
の
従
業
員
の

個
人
住
民
税
を
給
与
か
ら
特
別
徴
収
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限
：
１
月
31
日
（
水
）
ま
で

提
出
方
法
：
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
で

　
も
可

問
合
先
：
税
務
課
☎
㊷
８
７
１
２

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
　

期
間
：
２
月
16
日（
金
）
～
３
月
15
日（
金
）

時
間
：
９
時
～
16
時（
平
日
）

会
場
：
社
税
務
署（
加
東
市
社
51
‐
３
）

社
税
務
署
で

　
確
定
申
告
会
場
開
設

詳細はこちらから

ｅＬＴＡＸ
ホームページ

個人住民税の
特別徴収義務

給与支払
報告書の提出

　事業所得（農業所得含む）や不動産所得
の申告は、収入と経費を領収書等に基づき、
計算します。申告相談会場は、混雑します
ので、収支内訳書や医療費控除の明細書等
の集計をしてお越しください。
　なお、事業所得、不動産所得または山林
所得のある全ての方（所得税の申告の必要
がない方を含む）について記帳・
帳簿等の保存の必要があります。

収支内訳書・医療費控除
明細書等は事前に作成を

スマートフォンを
利用した申告を
推進しています

学
校
施
設
を
次
世
代
に 

跡
地
活
用

　
学
校
は
、
長
年
に
渡
り
、
児
童
・
生
徒
の
学

び
の
場
と
し
て
地
域
活
動
の
拠
点
と
し
て
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
施
設
で
あ
る
た
め
、 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
つ
な

が
る
よ
う
な
施
設
と
し
て
再
整
備
し
、 

次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
跡
地
利
用
の
検
討
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
が
重
要
で
す
。
今
後
、
皆
さ
ま
か

ら
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
活
用
方
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問
合
先 

政
策
課
☎
㊷
８
７
０
０　
　
　
　

胃
が
ん
ゼ
ロ
の
町
を
目
指
し
て

　
「
胃
が
ん
ゼ
ロ
の
町
」
を
め
ざ
し
て
、
加
西

市
医
師
会
と
連
携
し
、
中
学
３
年
生
の
希
望
者

を
対
象
に
「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
お
よ
び
除
菌
治
療

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
兵
庫
県
内
で
は
丹
波
篠
山
市
に
次
い
で
２

番
目
に
開
始
し
た
事
業
で
あ
り
、
全
国
的
に
も

珍
し
い
取
り
組
み
で
す
。

　

加
西
市
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
開
始
し
、

今
年
で
６
年
目
と
な
り
、
令
和
５
年
７
月
末
ま

で
に
対
象
者
の
約
88
％
（
１
８
５
４
名
）
が
一

次
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
一
次
検
査
を
受
け
た

対
象
者
の
う
ち
約
５・
９
％
に
ピ
ロ
リ
菌
感
染

が
疑
わ
れ
、
二
次
検
査
を
経
て
、
現
在
ま
で
に

23
名
が
除
菌
治
療
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

除
菌
治
療
後
の
効
果
判
定
を
受
け
た
対
象
者
す

べ
て
が
陰
性
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
年
の
う
ち

に
感
染
の
可
能
性
を
確
認
し
、
除
菌
治
療
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
に
胃
が
ん
に
な
る
可

能
性
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
対
象
者
に
で
き
る
だ
け
負
担
を
か
け
ず
検

査
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、市
内
各
中
学
校
、

特
別
支
援
学
校
の
協
力
を
得
て
春
に
学
校
尿

検
査
と
同
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
義

務
教
育
最
終
学
年
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
健
康
的
に
過
ご
せ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先 

健
康
課
☎
㊷
８
７
２
３

20 歳以上の方は…
町ぐるみ健診で 20 歳以上の
市民を対象に「胃がんリス
ク検診」を実施しています。
血液中の抗体・酵素の状態
を確認し、ピロリ菌の感染
有無と胃粘膜の萎縮度を確
認します。検査を希望され
る方は、春頃に配布される
健幸ガイドブックをご確認
ください。


